
200年

建安五年（漢）

皇帝

劉協（漢献帝） 

皇后

伏寿（琅邪郡東武県・父の伏完は不其侯、桓帝の娘陽安公主を娶る） 

皇太子

（空位） 

三公（漢）

太傅：(空席) 

太尉：(空席) 

司徒：趙温(前衛尉・194~208) 

司空：曹操(196~209) 

その他の要職（漢）

太常：? 

光禄勳：? 

衛尉：? 

太僕：? 

廷尉：? 

大鴻臚：? 

宗正：? 

大司農：? 

少府：? 

大司馬：空席 

大将軍：韓暹/袁紹(自称・197~202) 

驃騎将軍：張済 

車騎将軍：楊奉/董承→死亡 

行車騎将軍：曹操 

衛将軍： 

地方官

司隸校尉：曹操（行車騎将軍） 

豫州刺史：郭貢？ 

河南尹：駱業？ 

徐州牧：劉備？ 



冀州牧：袁紹(191~202) 

?州牧：曹操？ 

荊州牧：劉表(192~208) 

主な事件

建安五年春正月、車騎将軍の董承、偏将軍の王服、越騎校尉の[禾中]輯は曹操を誅す密詔を受けるも事漏れ、壬午、曹
操は董承らを殺す。三族皆殺す。《後漢書孝献帝紀》

六月、鄭玄は元城縣に至って危篤となり進めず卒す。年七十四。遺令に従って薄葬する《後漢書張曹鄭列傳鄭玄》

秋七月、皇子劉馮を立てて、南陽王と為す。《後漢書孝献帝紀》

七月壬午、南陽王劉馮薨じる。《後漢書孝献帝紀》

九月庚午朔、日食有り。詔して三公は至孝のもの二人を挙げ、九卿・校尉・郡国守相は各一人挙げさせた。皆封書し

て上表した。《後漢書孝献帝紀》

曹操は袁紹と官渡に於いて戦い、袁紹敗走する。《後漢書孝献帝紀》

冬十月辛亥、大梁に流れ星が有った。《後漢書孝献帝紀》

東海王劉祗が薨する。《後漢書孝献帝紀》

是歳、孫策死ぬ。《後漢書孝献帝紀》

誕生者

死没者

董承（車騎将軍・誅殺・建安五年1月9日） 

王服（偏将軍・誅殺・建安五年1月9日） 

[禾中]輯（越騎校尉・誅殺・建安五年1月9日） 

劉馮（南陽王・建安五年7月12日） 

鄭玄： 

注
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